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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・CASEを通して、デザイナーとして活動するに当たってどういう問題に遭遇するかを理解する。

〔説明〕
・CASEでは、コンペと海外のクライアントの問題を取り扱っているが、これに限らず、実際の契約書等を素材にできる場合は活用することが望まれる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・契約において留意すべき点を理解する。

〔説明〕
・前提として、学生も日々様々な契約をして生活していることを想起させた上で、デザイナーとして活動する上でも、契約を取り交わす機会は頻繁に起こり得ることを説明する。
・専門的な問題は、もちろん専門家の助力を得るべきであるが、いざ契約書を目の前にした際に慌てないために、最低限の契約書のポイントを教えるものである。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・契約において留意すべき点を理解する。

〔説明〕
・契約の内容は基本的には自由であり、契約書を作成する義務もないことが原則であることを示す。
・しかし、契約書を作成する目的は、将来、契約を巡って当事者間で争いが生じた場合に備えて、あらかじめ証拠を担保しておくことにある。さらに進めて、契約書は、そもそも紛争が生じないよう、各当事者の権利、負担する義務を明確化し、相互に共通の理解の上で信頼関係に基づいて契約が円滑に進行するように準備するものである。
・そのため、契約書の中の言葉（文言）が、明確なものとなるようにする必要がある。
・仮に契約書の作成が難しくとも、メール等の形で当事者間の合意を残すことで、後のトラブルを防ぐのに役立つ。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・契約において留意すべき点を理解する。

〔説明〕
・例えばデザイン契約で想定される、契約書に書くべき事項について、確認する。
・しかし、実際上、契約書を交わさないままデザイン創作を発注されることもある等、現実の運用についても説明する必要がある。その上で、どういう場合に契約書を求めるべきか、学生と検討することも考えられる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・契約において留意すべき事項の例として、著作権をめぐる規定を理解する。

〔説明〕
・ここでの分類がすべてではないが、一つのメルクマールとして、契約を締結することで、著作権を譲渡するのか、利用を許諾するのか等については、必ず確認しておく必要がある。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・契約において留意すべき事項の例として、著作者人格権をめぐる規定を理解する。

〔説明〕
・著作者人格権についても、契約書に規定が含まれていることがある。著作者人格権が譲渡できないものであることを再度確認したうえで、「同意する」といった表現のほかに、「著作者人格権を行使しない」といった表現で規定されていることもあり、注意する必要性を指摘する。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・コンペの応募要領における著作権法に関する規定を理解する。

〔説明〕
・コンペの応募要項も契約の一種となり得ることを説明する。
・その上で、コンペの応募要項では、著作権法に関する規定があるのが一般的であるが、その内容に統一的な決まりがなく、中には応募者に著しく不利な内容になっている場合もあるため、確認する必要があることを説明する。
・実際の応募要項を素材とすることが最も有効である。
・例えば、2020年東京オリンピックのエンブレムに関する応募要項については、以下に掲載されている。
https://tokyo2020.jp/jp/games/emblem/data/guidelines-JP.pdf


3-02 OAR[CHEWTHERBRINEST L

EFAANSECE I DHE

JISEEME(C, EFBAMSIED [MTEFN] O TRESNTLDIZENZL,
NEFRIE  THA > DONFKREH - KA (CRAI DMRE

R&EFRRE : TTAFT—DREZFRICEAT DIHRE

FE—4RIFIE : THA 2 DEE. BE. IIEOMERICET DIRE.

TOABDIRE

o ZTODMMDMIEIEE (15sHE. SAMFEE. BElEiE. BmiFES) (DU TOHERWICE

I DRIE
® |LEFmOEMER - HRADIEIL(CE T SRE
o MERFEE (REFTHFEmZLRULRANWSE) (CEAT IRE

YA > ORWEEEI D TS U e REEM A A EEAESIE ORFIERDIE D 75 (Y SHEAR
(FRk28FE HF5FTEE R eS| R BERETT)

12


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・コンペの応募要領における著作権法に関する規定を理解する。

〔説明〕
・著作者人格権についても、コンペの応募要項に規定が含まれていることがある。著作者人格権は不行使という形で規定されることもある点に注意する必要がある。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・海外のクライアントとの契約において留意すべき点を理解する。

〔説明〕
・海外のクライアントとの契約では、言語や商慣習等の違いがあるために、国内のクライアントとの契約よりも、より注意する必要がある。また特有の規定等もあることから、その基礎的な視点について説明する。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・海外のクライアントとの契約において留意すべき点を理解する。

〔説明〕
・海外のクライアントとの契約では、言語や商慣習等の違いがあるために、国内のクライアントとの契約よりも、より注意する必要がある。
・デザイナーの収入に直結する支払方法については、国内のクライアントとの関係でも問題となる点ではあるが、更に注意を要する。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・海外のクライアントとの契約において留意すべき点を理解する。

〔説明〕
・海外のクライアントとの契約では、従う法律や訴訟を起こす裁判所についても、契約の内容とされることが多い。この点について外国法・外国裁判所とする規定が盛り込まれていると、いざとなったときに対応が困難となることが予想される。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〔狙い〕
・デザイナーを保護する契約の特別ルールとして、下請法を理解する。

〔説明〕
・下請法（下請代金支払遅延等防止法）は、下請事業者（契約の相手方＝親事業者との資本金の違い等で定義される。下請法2条8項。）の利益を保護し、取引の適正化するための制度である。デザイナーのデザイン委託契約等については、下請法上、「情報成果物作成委託」の類型に含まれ得る（下請法2条3項）。
・その場合、親事業者（相手方委託者）は、契約の重要事項に関して書面交付をする義務や、代金の支払期日を定める義務がある（親事業者の義務）。
・また、親事業者は、下請事業者の責任のない場合に受領拒否をしたり、代金支払を減額したりすることは許されない（親事業者の禁止行為）。

・詳細は、公正取引委員会のウェブサイトを参照。
http://www.jftc.go.jp/shitauke/shitaukegaiyo/gaiyo.html
http://www.jftc.go.jp/houdou/panfu.files/contentspamph.pdf

（条文：下請法2条～7条）
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